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平成 19年 （2 0 0 7 年）11月

ヌワラエリヤ市公式訪問団が来宇
・・・交流の継続、発展に熱いノ思い・・・

宇治市の友好都市であるスリランカ共和国ヌワラエリヤ市から公式訪問団が、8月8日（水）から

12日（日）まで来訪されました。

公式訪問団の来訪は平成8年の宇治市植物公園の開園式以来11年ぶりで、チャンドラ・セーカラン

副市長を団長とする一行4人が友好都市交流の継続、発展に熱い思いをもって来訪され、宇治市役所

への表敬訪問をはじめとする公式行事のほか、市内施設や事業所の訪問、市民交流歓迎会への出席など、

精力的な交流をされました。

天ヶ瀬ダムにて

宇治市植物公園にて 宇治上神社にて
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盛鈎薗蟄或薗開削璃磯路

9月6日朝、久保田市長、坂下議長を初め多くの

方々の見送りを受け、小澤収入役を団長とする宇治

市成陽市公式訪問団24名は、元気に出発した。関西

空港より上海空港を経て、ほぼ定刻に西安空港に降

り立つと、何と“雨！？’’説明会では、乾燥気候、黄

砂の為、マスクや咽飴等を準備するようアドバイス

されたのに‥・外事担当の王さん達の出迎えを受け、

しっとりと濡れる柳並木の道を一路威陽市へ向かっ

た。威陽市は、今は西安市に隣接する一地方都市だが、

“秦”の都城だった歴史ある都市だ。宿舎の彩紅賓館

では、田外事弁主任他の温かい出迎えを受け、早速

歓迎夕食会を開いて頂いた。円卓には何種類もの前

菜が並び、後から次々に主菜が運ばれてきた。夜は

団員　竹若博子記
予想以上に涼しく、エアコン無しで寝られたのは有

難かった。

2日目（9月7日）は、第十一回切手連合展に出席

の後、主目的の一つである永寿県の植林地に向けて

出発した。市街地には高いビルもあり道路も整備さ

れているが、少し外れると、レンガ積みの家が多く、

拡幅工事中の為か道路状態も悪くなった。沿道には

リンゴ園が続き、大型トラックに満載されたリンゴ

が近代的なジュース工場へと運ばれていた。乾陵見

学の後、一路永寿県へ。永寿県の入り口からはパト

カーに先導されて、泥棒の道を黄土高原の植林地へ

と向かう。前回の訪問時より随分整備されているそ

うだ。雨の為、

雑草は緑鮮や

かで植林も生

き返ったよう

に見え、上林

親善協会会長

のにっこり顔

が印象に残

る。通常は遠

くから湛水を運ばなければならないので、雨は何よ

りのプレゼントなのだろう。予定の植林、学校訪問

ができなかったのが心残りだった。

10年の歳月越えて綾なす黄土高原友好の証
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陽
の
紹
介
も
受
け
ま
し
た
。
中
国
の
面
積
、

地
形
、
民
族
、
人
口
、
教
育
、
宗
教
や
生
活

環
境
、
社
会
事
情
な
ど
の
話
や
、
中
国
文
化

と
日
本
文
化
の
違
い
か
ら
く
る
受
け
止
め
方

の
違
い
、
た
と
え
ば
中
国
と
日
本
の
「
検
討
」

の
意
味
の
違
い
、
「
日
本
の
手
紙
」
は
「
中

国
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
」
、
「
中
国
の
愛

人
」
と
「
日
本
の
愛
人
」
は
別
の
も
の
、
な

ど
の
話
も
。
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

お
よ
そ
五
十
人
の
参
加
者
が
講
演
と
交
流
を

楽
し
み
ま
し
た
。

胸♂
際
交
流
講
演
会
を
総
会
に
あ
わ
せ
て
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
設

立
二
十
周
年
記
念
行
事
と
し
て
ミ
ニ
講
演
会
を
シ
リ
ー
ズ
で
開
催

す
る
こ
と
と
し
、
第
一
回
目
は
「
成
陽
と
宇
治
」
を
テ
ー
マ
に
宇

治
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
成
陽
市
出
身
で
、
甲
南
女
子
短
期
大
学

の
講
師
で
も
あ
る
呂
楠
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
呂
楠
さ
ん
は

「
日
本
語
に
出
会
い
日
本
文
化
に
出
会
う
最
初
の
き
っ
か
け
が
宇

治
市
民
と
の
交
流
で
、
威
陽
と
宇
治
の
友
好
交
流
が
な
け
れ
ば
、

高
校
生
だ
っ
た
私
が
滑
濱
公
園
で
宇
治
市
民
か
ら
送
ら
れ
た
絵
馬

を
見
か
け
、
平
仮
名
に
秘
め
ら
れ
る
日
本
語
の
魅
力
に
ひ
き
つ
け

ら
れ
、
日
本
語
に
感
動
を
覚
え
る
機
会
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
」

と
日
本
人
、
日
本
文
化
に
強
く
惹
か
れ
て
の
甲
南
女
子
大
学
へ
の

留
学
の
経
緯
や
、
そ
の
時
に
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
の
話
し
を
さ

れ
、
「
水
を
飲
む
と
き
、
井
戸
を
掘
る
人
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
」
と
い
う
諺
を
引
用
し
て
宇
治
と
成
陽
の
友
好
交
流
に
尽
力

し
た
い
と
い
う
思
い
を
力
強
く
語
ら
れ
ま
し
た
。
秦
の
都
か
ら
二

千
二
百
年
の
歴
史
を
持
つ
成
陽
、
兵
馬
佃
や
阿
房
宮
の
あ
る
威
陽
、

三
国
志
の
舞
台
で
あ
る
成
陽
、
林
檎
の
特
産
地
の
成
陽
を
紹
介
さ

れ
る
と
と
も
に
、
経
済
開
発
と
環
境
保
護
に
力
を
入
れ
、
中
国
最

大
手
の
ブ
ラ
ウ
ン
管
メ
ー
カ
ー
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
著
し
い
成

宇
治
市
国
際
親
善
協
会
で
は
平
成
十
九
四
月
二
十
八
日
土
に
国



ＵＩＦＡニュース　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）

た後、歓迎レセプションに参加。千軍昌市長は、お

若くパフォーマンス豊かに我々を迎えてくださった。

中国楽器の伴奏での「北国の春」の交換歌が宴席を

盛り上げた。

3日目（9月8日）は楽しみにしていた兵馬伺博物

館の見学だった。そのスケールの大きさに驚かされ

る。美しく彩色され永らく地下に眠っていた兵馬が、

地上の空気に触れた途端に風化し色あせてしまった

と知り、我が国の遺跡保存問題を重ね合わせて広い

館内を回った。

昼食に西安餃子を楽しんだ後、陳西歴史博物館・

大雁塔・西安城壁等を見学した。城壁が完全に保存

されているのは西安だけとのことで、西塔から遥か

西に伸びたシルクロードに、中国の長い歴史を再確

認した。

玄奨三蔵を思い出しながら9月9日からは、行政

訪問団とは別れて、北京・上海への旅が始まった。

北京空港からは広い高速道路が北京市内に通じてお

り、最速のリニアモーターカーも走っている。市内

は、高層ビルと縦横に走る高速道路等、急ピッチで

近代都市化する区域と古びた小さな店の並ぶ区域と

の落差が大きい。取－り壊される胡同も見受けられた。

2008年のオリンピックに向け、北京は工事ラッシュ。

天気なのに夕日や朝日を直視できるのは、スモッグ

の為なのだろうか。

ユネスコ文化遺産の故宮博物館は、今も尚修復が

続けられ、その広大さ、華麗さ、豪華さに庄倒された。

ざっと見学するだけで何時間もかかってしまう。

夕方訪れた天安門広場では、毛沢東の額が一際目

立った。国旗は毎日護衛兵によって揚げ下ろしされ

るそうだ。丁度日没時で、交通機関は止められ、人々

が旗の周りに集まってくる。中国の人達の国旗にか

ける思いを強く感じた。

北京での2日目（9月10日）は、八達嶺へ。遥か

彼方の稜線を長城が延々と繋がっている。祭りの人

手のような賑わいで、三々五々頂上を目指した。峻

険な山岳地帯によくもまあ建設されたものだ。宇宙

から望見できる唯一の人工建造物だそうだ。飲茶を

楽しんだ後、明の十三陵に向かった。これは明時代

の皇帝の陵墓で、地下27メートルに造られた十三代

の万成帝陵を見学した。沿道は果樹園に変貌しつつ

あり、桃、梨、葡萄等が栽培されていた。

帰途、オリンピックのメイン会場になる鳥の巣を

一遠望し、北京料理の店へ。ここは北京ダックが名物

で美味だったが、後に京劇・雑技団観賞が控えてい

たので心を残しながら席を立った。

早朝（9月11日）にホテルを出て、上海へと向か

う。隣の席の若い女性が成陽出身だと判り、友好都

市の宇治市から親善訪問して来た事等を話し、交流

のひと時をもてたことは幸いだった。橡園を見学後、

初めて市場の中を二人以上の条件付で自由行動の時

間をもらった。探していた莱荊花茶を見つけ、予想

より安く買えた？ので大満足。

同じ大都市でも上海と北京では印象が随分違う。

商業都市と首都。歴史的背景等理由は多々あるだろ

う。高層ビルでも上海のそれは、一つ一つが個性を

主張しているようで、興味を引かれた。日本企業の

広告塔や英語の看板も多数あって親しめる感じがす

る。勿論旧市街には小さな古い家も多数あり、街路

に突き出した竿に洗濯物が干してあるのには少々驚

いた。

外灘では、500メートル近いテレビ塔をバックに

撮影会。夕食後、遊覧船で夜景を楽しむオプション

にも参加し、素晴らしい夜景を心行くまで楽しんだ。

9月12日、訪問旅行もいよいよ終わりに近づき、

水郷の町周荘の見学だ。上海には山が無いことを実

感しつつ快調にドライブ。久し振りに田園風景を見

る。点在する集落の屋根飾りを見なければ、日本の

何処かを旅している気分だ。米の二期作に冬は小麦

を栽培しているそうで、農家は永寿県のそれとは比

べ物にならないくらい立派だった。

周荘は九州の柳川を連想させる水郷の町だった。

水運で巨万の富を得た豪商の屋敷跡を見学したり、

手漕ぎ舟で遊覧を楽しんだりして、ひと時を過ごし、

上海へと戻った。

9月13日、初めは殆どが知らない者同士だった団

員が、宇治市訪問団という絆に結ばれ、他の旅行で

は味わえない緊張感、連帯感、親密感のある旅行だっ

た。日程の関係上、スケジュールは少々強行ではあっ

たが、全貞が揃って帰国でき、久保田市長や先に帰

国された行政訪問団の方々、また多くの職員、家族

に出迎えて頂いたこと、我々訪問団を温かく受け入

れてくださった感陽市対応に感謝しつつ筆を置くこ

とにする。

友好の歴史の上に一貫

我が訪問団も責務を果たす

（挿入の句は同行の今川博団員の作品です。）
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ヌワラエリヤ市の一行を歓迎
スリランカ友の会

宇治市の友好都市ヌワラエリヤ市から来訪のチャンドラ・セーカラ

ン副市長らを迎えて、市民交流歓迎会を8月10日に木幡公民館で、

スリランカ友の会と宇治市国際親善協会により開催しました。市民レ

ベルでの交流をより深めるため、今年で設立20周年を迎えるスリラ

ンカ友の会の中川意次会長の挨拶で開会。坂下弘親顧問の司会進行に

より、スリランカの伝統衣装を身にまとって、練習を積み重ねてきた

踊りの披露や、童謡のプレゼントを。訪問団一行からはコーラスの返礼が

あり、歌声交換で楽しいひとときを過ごしました。 料理、踊りで思い出を！

また、スリランカ友の会お手製のチキンや野菜をターメリックが入ったイエローライスに盛り付けるカ

リー、ココナツファインやオレンジピーマンを使ったミズナのサラダなどスリランカ国の伝統料理に舌鼓を

打ちました。

青年海外協力隊　村落開発普及員　松本亮平さんからのおたより

‘ｉ・：前車とヌワラエリヤｌｌＪの親吾交流事業について

ヌワラエリヤ市は標高2，000ｍの高地に位置する、

緑豊かな田舎町です。周囲をお茶畑に囲まれ、湖を

擁し、イギリス植民地時代の建築様式が今も見られ

ることから「リトル・イングランド」の別称でも人々

に親しまれています。また、地理上の理由で霧が発

生しやすく、「霧の町」と呼ばれることもあります。

主な産業としては、有名な紅茶と、農業が挙げられ

ます。標高2，000ｍの高地ともなると、平地に比べ、

気温が15～17℃ほど低くなります。スリランカは北

緯5～100　の熱帯に位置しているものの、平地の気

温が20℃前後の場合、ヌワラエリヤでは3℃まで下

がります。この寒冷な気候と濃い霧が、質の高い茶

葉を育む土台となっているわけですが、気温がそこ

まで低くなると、日本では初冬にあたる季節ですね。

街往く人々はコートを羽織り、手袋やマフラーを身

につける頃でしょう。この時期はまさに冬。身を切

るような寒さの中、日本から送ってもらった湯タン

ポを抱えながら眠りにつく日々が続きます。しかし、

凛と澄んだ空気の中、幾千もの星が浮かぶ夜空と、

吐く息の白さが作り出すコントラストは、日本の都

【第4回国際交流講演会のお知らせ】

日時：平成19年12月15日（土）

午後2時

場所：宇治市生涯学習センター

第2ホール

講師：フィンランド共和国

エーバ・ベウフクリネンさん

会ではすっかり見ることができなくなったものを思い

出させてくれます。

私の着任後、貴宇治市と当ヌワラエリヤ市の友好関

係に大きな進展があったことについて言及いたしま

す。貴市より寄贈予定であった中古ノート型ＰＣ（25

台）に関する手続きが、一昨年3月から再開され、様々

な紆余曲折を経ましたが、なんとか5月中に同ＰＣの

引き取りを完了することができました。寄贈いただき

ましたノート型ＰＣは、市長の意向により、ヌワラエ

リヤの市民向けに「無料ＰＣ教室」を開催し、同教室

において活用させていただいております。現在、学生

49名および一般民間人31名、計80名が同教室に在

籍しており、市長をはじめ、市職員、ＰＣ教室の講師

および生徒にいたるまで、貴市の貢献に感激していま

す。

最後になりましたが、ヌワラエリヤ市と宇治市が友

好都市として訪問団による交流を行うことができる日

が、一刻も早くきてくれることを願ってやみません。

そして、両市の市民の皆様がさらに活発な交流を展開

していけるよう祈念いたします。（抄）
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